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 八郎潟干拓事業は 1957 年に着工され、1977 年 3 月 31 日をもって全工事を完了した。その翌年の
1978 年 7 月 28 日に八郎湖の大潟橋で COD 26mg/l という高い値が記録され、pH が 10.5 と高いこと




 秋田県は 1980 年度より『八郎湖水質汚濁機構解明調査』を開始し、八郎湖および流入河川等の水質
調査を実施した。その結果は 1983 年 3 月の『八郎湖水質汚濁機構解明調査報告書』および 1985 年 3
月の『八郎湖水質汚濁機構解明調査総合報告書』にまとめられた。 
 この中で、発生源別の八郎湖流域の排出負荷量を推計しており、1983 年の総量として生物化学的酸
素要求量（BOD）は年間 2,700 トン、全窒素（Ｔ－Ｎ）は 1,300 トン、全リン（Ｔ－Ｐ）は 100 トン
排出されるとし、全窒素では人為系が 54.4 %に対して自然系が 45.6 %、全リンでは人為系が 59.6 %










図１ 八郎湖流域の 1983 年度推定発生負荷量（秋田県 1985） 
 
３． 非特定汚染源による汚染防止対策調査 







































   
図３ 干拓地干拓地の全窒素負荷量収支（1982 年度） 
 
４． 高濃度リン含有湧水の発見 




最も濃度の高い水路の全リン濃度は平均で 1.57 mg/L を記録し、調整池の約 26 倍であった。また、
湧出地下水のリン負荷は八郎湖流入量の約 4 分の 1 を占めると考えられ、リンの処理対策が八郎湖の
汚濁防止の課題の一つであることが示された。 





秋田県は 1990 年 6 月に八郎湖の水質汚濁機構、要因、浄化対策を専門的、技術的に検討することを
目的として『八郎湖技術検討委員会』を設置した。委員会は 1992 年 3 月、干拓地土壌から発生する汚
濁物質の除去に最重点を置きながら、最終的には親水空間として湖一帯を自然公園に利用すべきだと
いう将来像描いた報告書を提出した。この中で八郎湖の水質保全目標をCOD 4 mg/L、全窒素 0.5 mg/L、







 秋田県は西部承水路の水質改善を目的として、1994 年 11 月に五明
光橋の北側700 mの西部承水路内に間欠式空気揚水筒を1基設置した。
これは 4 月から 11 月までの間、毎分約 800 リットルの圧縮空気を噴
出させ、対流を起こすことによって夏季の温度成層の形成を阻止し、
底泥からの栄養塩の溶出を防止しようとするもので、その後五明光橋




善を目的として、2000 年 10 月に西部承水路の水の入れ替えに着手








験場の協力のもと八郎潟干拓地から排出される農地排水の原単   図７ 西部承水路の流動化案 

































 片野らは 2003 年 10 月から 2004 年 9 月までの 1 年間、排水機場を含めた八郎湖流入河川・水路 24
ヶ所の水質調査を毎月 1 回の頻度で実施した。その結果、平均値が八郎湖の環境基準を満たしたもの
は、ＣＯＤについては馬場目川 1 カ所、全窒素については馬場目川、第 2 北部機場、妹川、鯉川川、
































































































































































































































秋田県立大学は秋田県の委託を受け 2008～2010 年度の 3 ヶ年にわたって『八郎湖流入河川汚濁機







































































































































図１２ 馬場目川のリン濃度の平均値（2008 年度） 
 
９．八郎湖水質浄化シミュレーション事業 
 秋田県は 2005 年度に 1979 年度以降の膨大な数値データを解析し、『八郎湖水質浄化シミュレーシ
ョン事業報告書』を作成した。この中で 2003 年度に八郎湖に流入する汚濁負荷量は COD が約 8,500
トン、全窒素が 1,400 トン、全リンが 212 トンであると推計している。また底泥から溶出する栄養塩
の負荷量については、総負荷（排出負荷＋溶出負荷）に占める割合が COD 21%、全窒素 35%、全リ
ン 20％ となっており、湖の全層を好気的条件に保つことによって溶出負荷量の COD 14%、全窒素 
9%、全リン 40％ を削減可能としている。 
さらに、種々の対策が講じられた場合の COD、全窒素および全リンの排出負荷削減率についても予
測しており、①生活型対策を講じた場合はそれぞれ 3.6%、3.8%、6.9%、②農地対策（落水管理）で
















影響評価が重要であることが指摘された。                                
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